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日本比較生理生化学会  原富之賞 申請書
　　　　　　　２０２５年度　前期 ・ 後期 （いずれかを○で囲んで下さい）

　　　　　　年　　月　　日提出
	申　　　請　　　者
	フリガナ
氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	生年月日
	　　　　年　　月　　日（　　　歳）

	
	所属機関・部局
	　　　　　　　　

	
	職名または学年
	　　　　　　　　

	
	連絡先
	（〒　　　‐　　　　）


電話：
E-mailアドレス：

	
	略歴
（大学卒業以降を記載し，在学中の場合は「在学中」と記入．
日本学術振興会特別研究員はその旨記入．）
	　　　　年　　　　　　　　　大学卒業







	国際会議の名称
	


	開催地
	


	主催団体
	


	会期
	　　　　年　　月　　日～　　　　年　　月　　日

	会議のURL
	


	発表演題
	


	著者
（連名の場合は要旨に記載した順番で全著者名を記入し，発表者に○を付ける）
	



	発表の種別
（該当するものを○）
	・一般発表（・口頭発表　　　　・ポスター発表）
・招待講演（招待状の写しを添付）

	申込状況
（該当するものを○）
	・要旨提出済
・要旨未提出（提出締切：　　　　年　　　月　　　日）

	会議出席のための他の助成金（所属機関含む）への申請状況
	


	現在受領中の返還義務のない奨学金（学振、民間の財団など）
	


	会費の入金状況の確認
（ にを入れて下さい。）
	[bookmark: _GoBack] 学会費に関して、これまでに滞納が無いことを伊藤慎 会計幹事 (E-mail: itoshim@ks.kyorin-u.ac.jp）に確認しました。


※年は西暦で記入

申請者名：　　　　　　　　　
	申　　請　　理　　由　　（800字以内）
	（今回、原富之賞に申請した理由を800字以内で記載してください。その中に,
本学会とどのように関わってゆきたいと考えているかを含めて記してください。）































	旅費支援の必要性
■学生申請者の指導教員の方がご回答下さい：
本賞による申請者への旅費支援の必要性について，研究費等からのサポート状況を含めてご説明下さい．
また，A～Dに当てはまるものにチェックを付けて下さい．
	指導教員名：
説明：




□ A. 研究費等で全額支給が可能である
□ B. 研究費等で一部（50%以上）支給が可能である
□ C. 研究費等で一部（50%未満）支給が可能である
□ D.一切支給しない（私費）


※年は西暦で記入
※研究業績は申請者名・ページ番号を明記の上，別紙にて作成して構いません
申請者名：　　　　　　　　　
	研　　究　　業　　績
	原著論文
（過去5年以内のものをすべて記載．発表内容と関連するものに○を付す．学生は学位論文（卒業研究含む）も記載．）
	（著者（全員）･論文タイトル･掲載誌･巻号･頁･年）













	
	学会発表
（他学会を含め過去3年以内のものをすべて記載．発表内容と関連するものに○を付す．）
	（著者（全員）･発表タイトル･学会名･開催地･年）
A. 本学会の大会での発表







B. 他学会の大会での発表


※年は西暦で記入
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